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議
員　

わ
が
国
の
低
迷
を
盛
り
返
す
た

め
に
は
、
本
県
産
業
が
躍
進
し
、
日
本

全
体
を
け
ん
引
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
企
業
誘
致
と
人
材
育
成
の
観

点
か
ら
、
本
県
産
業
の
躍
進
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
展
開
し
、

産
業
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
の
開
発
へ
の
支
援
を
含
め
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
中
心
に
リ
ス
キ
リ

ン
グ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
Ｉ

Ｔ
人
材
の
育
成
を
強
化
し
て
い
く
。

議
員　

ど
の
世
代
に
も
幅
広
く
該
当
す

る
社
会
的
孤
立
の
問
題
を
巡
り
、
「
孤

独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」
が
令
和
６
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
望
ま
な
い
孤
独
・
孤
立
へ
の
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　

ま
ず
は
庁
内
関
係
課
や
民

間
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
孤
独
・
孤
立

問
題
の
情
報
や
課
題
の
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
孤
独
・
孤
立
対
策
を
よ
り
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
連
携
の
仕
組

み
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

県
産
品
の

輸
出
拡
大
、

県
立
高
校

の
在
り
方

な
ど
も
質

問
）

議
員　

鹿
島
港
に
あ
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
 ※1

を
、
貨
物
の
集
荷
促
進
の
た

め
に
増
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
増
設

の
具
体
的
計
画
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

土
木
部
長　

利
用
者
ニ
ー
ズ
や
貨
物
の

動
向
な
ど
、
需
要
見
込
み
を
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
貨
物
集
荷
お
よ
び

定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
増
便
な
ど
、
鹿

島
港
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
今
後
の
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の
集
荷
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
増
設
を
含
め

た
港
湾
機
能
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
医
療
行
政
の
展
望
お
よ
び

医
師
偏
在
解
消
の
目
標
と
具
体
策
は
。

保
健
医
療
部
長　

医
療
需
要
の
変
化
の

中
で
も
良
質
で
効
率
的
な
医
療
を
提
供

す
る
た
め
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

で
各
医
療
機
関
の
役
割
分
担
な
ど
を
議

論
し
て
い
る
。
政
策
医
療
を
担
う
医
療

機
関
に
医
師
が
適
切
に
配
置
さ
れ
る
よ

う
、
最
優
先
医
療
機
関
の
医
師
確
保
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、
地
域
枠
制

度
 ※2

の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
鹿
島
港
の
物
流
機
能
の
強

化
に
向
け
た

高
速
道
路
・

周
辺
道
路
の

整
備
、
養
殖

産
業
の
振
興

な
ど
も
質

問
）

議
員　

県
の
施
策
で
は
、
需
要
に
応
じ

た
米
生
産
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。
稲
作
農
家
支
援
の
た
め
、
県
産
米

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
輸
出
拡
大
に
よ

り
、
国
内
外
の
米
の
需
要
拡
大
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
に

よ
る
県
産
米
の
認
知
度
向
上
や
米
粉
の

活
用
促
進
、
海
外
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
・
分
析
に
よ
る
輸
出
拡
大
な
ど
、

国
内
外
の
需
要
拡
大
を
進
め
、
意
欲
あ

る
稲
作
農
家
が
儲も

う

か
る
農
業
を
実
現
で

き
る
よ
う
、
後
押
し
を
し
て
い
く
。

議
員　

児
童
・
生
徒
の
可
能
性
を
引
き

出
し
、
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
、
先
進
的

な
取
り
組
み
の
拡
充
や
教
員
育
成
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

学
校
教
育
の
中
で
課
題
解
決

力
の
育
成
や
国
際
教
育
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
好
事
例
を
周
知
し
、

広
く
実
践
を
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
民

間
企
業
へ
の
派
遣
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
修
な
ど
に
よ
り
幅
広
い
知
見
を

持
っ
た
教
員
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
、

小
規
模
事

業
者
へ
の

支
援
な
ど

も
質
問
）

議
員　

県
が
県
立
病
院
の
在
り
方
な
ど

を
率
先
し
て
示
す
こ
と
で
、
早
期
に
水

戸
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
議
論
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
立
中
央
病
院
は
、
高
度
な
が

ん
医
療
の
提
供
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
新
興
感
染
症
な
ど
の
政
策
医
療

を
中
心
的
に
担
う
意
向
を
示
し
て
い
る

が
、
公
的
医
療
機
関
な
ど
と
の
役
割
分

担
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
県
と
し
て

は
、
同
会
議
に
お
け
る
議
論
を
加
速
さ

せ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医
療
提

供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

有
機
農
業
を
拡
大
し
て
い
く
と

と
も
に
、
有
機
農
産
物
を
取
り
入
れ
る

た
め
の
学
校
給
食
の
予
算
の
確
保
に
つ

い
て
、
県
全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

有
機
農
産
物
の
需
要
拡
大
が
続

く
中
、
旺
盛
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
一
層
強
力
に
生
産
拡
大
を
推
進

し
て
い
く
。
学
校
給
食
で
の
提
供
は
、

市
町
村
自
ら
が
予
算
面
も
含
め
て
判
断

す
べ
き
で
あ
る
が
、
県
内
の
先
進
事
例

を
見
つ
つ
、
ど
う
い
う
形
で
支
援
で
き

る
か
検
討
す
る
段
階
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　

御
前
山
県
立
自
然
公
園
に
つ
い

て
、
常
陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
の
一

体
的
な
整
備
や
登
山
ア
プ
リ
「
ヤ
マ
ッ

プ
」
 ※3

の
活
用
な
ど
、
安
全
と
魅
力
の

向
上
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

常
陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
御

前
山
地
域
の
一
体
的
な
整
備
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
ヤ
マ
ッ
プ
の
活
用
も
有

効
と
考
え
る
。
県
と

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
安
全
と
魅
力

の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村

へ
の
権
限
移
譲
及
び

広
域
連
携
の
推
進
、

雨
水
対
策
な
ど
も
質

問
）

議
員　

教
育
現
場
で
の
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
に
対
す
る
多
言
語
対
応
な
ど
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
は
、

日
本
語
の
初
期
指
導
や
就
学
支
援
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
高
校
な
ど
へ
の
進

学
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
全

県
で
４
言
語
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
始
め
た
。
ま
た
、
学
校
の
授
業

で
の
実
践
や
好
事
例
を
県
内
に
広
め
異

文
化
理
解
の
風
土
を
醸
成
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
看

護
師
不
足
並
び

に
偏
在
の
解
消
、

栄
養
教
諭
等
の

茨
城
県
独
自
の

配
置
基
準
の
創

設
な
ど
も
質

問
）

医
師
不
足
、
医
師
偏
在
解
消
の

実
効
的
対
策

御
前
山
県
立
自
然
公
園
の
安
全
と

魅
力
の
向
上

鹿
島
港
に
お
け
る
荷
役
設
備
の

充
実
化

本
県
産
業
の
躍
進

稲
作
農
家
へ
の
支
援

児
童
・
生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
す

教
育

望
ま
な
い
孤
独
・
孤
立
へ
の
対
策

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

秋　　嘉一 議員
無 　  所 　  属
神 栖 市 選 出 

横田　　透 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

木本　信太郎 議員
いばらき自民党
水戸市・城里町選出

設楽　詠美子 議員
立 憲 い ば ら き
筑 西 市 選 出  

教
育
現
場
で
の
外
国
籍
の
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
対
す
る

多
言
語
対
応
と
相
談
体
制
の
充
実
、
異
文
化
理
解

茨
城
県
地
域
医
療
構
想

茨
城
県
の
有
機
農
業
の
拡
大
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

学
校
給
食
の
実
現
の
た
め
の
予
算
確
保

ことば ※3【ヤマップ（ＹＡＭＡＰ）】…スマートフォンの電波の届かない場所でも現在地が分かる登山地図GPSアプリで、協定を締結した自治体に関しては、アプリからオンラインで登山届を提出することが可能。
※4【ＩＢＡＲＡＫＩドリームパス事業】…高校生などを対象に、地域の課題解決や自分の夢実現に向けた企画立案・実践活動を通して、アントレプレナーシップ(起業家精神)を育成することを目的とした 
	 事業。

ことば ※1【ガントリークレーン】…コンテナ埠
ふ と う

頭に設置される貨物の積み下ろしを行うためのクレーン。
※2【地域枠制度】…医師が不足する地域に所在する医療機関などに将来勤務することを条件に大学医学部の本県地域枠に入学した者に修学資金を貸与し、地域医療を担う医師の養成・確保を図る制度。

御前山と那珂川大橋

産業用地の開発が進む
ひたちなか地区

鹿島港北公共埠頭における
コンテナ荷役状況

「ＩＢＡＲＡＫＩドリームパス事業※ 4」
第４回大会で総合グランプリを獲得した

石下紫峰高等学校
学校給食で提供された有機農産物を味わう児童

（龍ケ崎市立龍ケ崎西小学校提供）

12
月
11
日（
月
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

秋あ
き　

　
　

嘉よ
し
か
ず一

　

 

（
無　
　

所　
　

属
）

　

木き
も
と本　

信し
ん
た
ろ
う

太
郎

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

12
月
12
日（
火
）

　

横よ
こ
た田　

　
　

透
と
お
る

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子

　

 

（
立
憲
い
ば
ら
き
）

　

黒く
ろ
べ部　

　

博ひ
ろ
ひ
で英

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

12
月
13
日（
水
）

　

水み
ず
が
き柿　

　

一か
ず
と
し俊

　
 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

石い
し
つ
か塚　

　

隼は
や
と人

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
4
回
定
例
会
の
主
な
日
程

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
左

記
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

誰
も
が
輝
く
持
続
可
能

な
茨
城
を
担
う
人
づ
く

り
調
査
特
別
委
員
会

県
有
施
設
・
県
出
資
団

体
等
調
査
特
別
委
員
会

}

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=166
こちらから録画映像でご覧になれます。▶

■
12
月
６
日（
水
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
（
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
） 

■
12
月
11
日（
月
）

■　
　

12
日（
火
）　

本　
　

会　
　

議

■　
　

13
日（
水
） （
一
般
質
問
・
質
疑
）

■
12
月
14
日（
木
）　

常
任
委
員
会

■
12
月
18
日（
月
）　

本　
　

会　
　

議

　
（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
12
月
19
日（
火
）　

予
算
特
別
委
員
会

■
12
月
20
日（
水
）

■
12
月
21
日（
木
）

■
12
月
22
日（
金
）　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）


